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語
は
智
信
が
所
蔵
し
閲
覧
し
た
等
の
状
況
を
示
す
記
述
と
し
て
区
別
し
た
。
書

名
の
下
に
請
求
番
号
を
書
き
添
え
、
刊
写
の
別
と
冊
数
を
示
し
て
見
出
し
と
す

る
。
次
に
智
信
が
関
与
す
る
ま
で
の
伝
来
等
の
概
略
を
記
す
と
と
も
に
、
智
信

の
奥
書
・
識
語
の
内
容
を
示
す
。
引
用
に
当
っ
て
は
、
か
ぎ
括
弧
で
括
り
、
適

宜
句
読
点
・
濁
点
を
施
し
た
。
な
お
、
ア
と
キ
は
盛
田
氏
の
調
査
に
基
づ
き
、

筆
者
が
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
確
認
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ア
　「
和
歌
肝
要
」（
国
書
　
南
一
五
―
三
一
六
）　
写
本
一
冊

巻
末
に
「
和
歌
肝
要
」「
和
歌
大
概
」「
口
伝
抄
」「
代
々
撰
集
」「
撰
者

相
続
次
第
」
等
の
項
目
が
示
さ
れ
、
道
長
・
長
家
に
始
ま
る
系
図
を
掲
げ

て
そ
の
上
に
「
二
条
院
御
宇
定
家
卿
応
保
二
年
生
、
享
保
十
三
年
マ
デ
ニ

五
百
六
十
七
年
ニ
成
」
と
記
す
。
本
文
と
同
じ
筆
跡
に
よ
る
奥
書
「
右
一

冊
、
以
雅
縁
卿
自
筆
之
本
書
写
訖
。
尤
可
為
秘
本
者
也
」。
そ
の
後
に
智

信
識
語
「
左
衛
門
督
蔵
人
頭
南
部
源
智
信
書
之
（
花
押
）」。

（
承
前
）四

　
智
信
の
奥
書
・
識
語
を
有
す
る
歌
書
一
覧

八
戸
藩
南
部
家
旧
蔵
の
歌
書
を
通
覧
し
て
奥
書
・
識
語
を
採
録
す
る
に
当

り
、
筆
者
と
盛
田
氏
は
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
調
査
対
象
を
分
担
す

る
こ
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、南
部
智
信
と
近
藤
利
亮
の
関
与
が
『
国
書
目
録
』

の
記
載
で
明
ら
か
な
書
籍
は
筆
者
が
八
戸
で
実
見
し
、
そ
れ
以
外
の
歌
書
は
盛

田
氏
が
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
確
認
し
て
記
録
す
る
と

い
う
方
針
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
明
治
以
降
に
成
立
し
た
歌
書
や
、
複
数
所
蔵

す
る
版
本
な
ど
を
中
心
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
収
集
の
対
象
外
と
な
っ
た

書
目
も
あ
る
の
で
、
南
部
家
旧
蔵
の
す
べ
て
の
歌
書
を
網
羅
し
た
調
査
と
は

な
っ
て
い
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

以
下
、
智
信
の
奥
書
・
識
語
を
有
す
る
歌
書
を
掲
げ
る
。
奥
書
は
智
信
が
歌

書
の
成
立
や
書
写
に
直
接
関
わ
り
を
持
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
記
述
、
識

八
戸
藩
南
部
家
の
南
部
智
信
関
連
和
歌
資
料
に
つ
い
て
（
下
）

久

保

田

　

啓

　

一
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識
語
「
此
書
、通
信
君
の
秘
書
也
。
猶
伝
来
し
て
い
よ

く
令
秘
蔵
者
也
。

左
衛
門
督
蔵
人
頭
南
部
源
智
信
（
花
押
）」。

オ
　「
和
歌
三
重
大
事
」（
国
書
　
南
一
五
―
三
四
〇
）　
写
本
一
冊

左
衛
門
佐
基
俊
、
俊
成
釈
阿
、
俊
成
女
、
妙
阿
、
為
氏
、
為
世
等
の
奥

書
に
続
い
て
、「
右
此
一
巻
は
、
そ
の
か
み
よ
り
代
々
秘
書
し
て
、
遠
つ

東
人
な
ど
は
名
だ
に
不
聞
書
た
り
と
い
へ
ど
も
、
ふ
し
ぎ
の
ゑ
ん
に
ひ
か

れ
、
さ
う
な
く
実
写
し
畢
。
寛
永
廿
年
正
月
日
　
重
信
」
の
奥
書
、「
此

書
は
、
ま
こ
と
に
名
を
さ
ゑ
き
か
ね
ば
、
ま
し
て
目
に
は
い
か
ゞ
見
る
べ

き
に
、
国
の
主
た
る
人
の
和
歌
道
世
に
ほ
ま
れ
と
り
た
ま
へ
る
程
の
才
な

り
た
ま
へ
ば
、
何
事
よ
り
か
御
伝
受
あ
り
て
、
御
自
筆
に
あ
そ
ば
し
を
か

れ
し
を
、
予
も
又
、
難
波
津
の
よ
し
あ
し
ま
で
は
わ
か
ね
ど
、
た
で
く
ふ

虫
の
す
き
に
ひ
か
れ
て
折

く
は
歌
の
た
ゞ
ぢ
も
あ
ひ
さ
つ
申
侍
る
し
る

し
と
て
、
か
く
や
う
の
か
き
も
の
ど
も
あ
づ
け
ら
れ
侍
る
に
な
ん
有
け
る

ま
ゝ
に
、
御
ゆ
る
し
ま
で
と
は
な
け
れ
ど
も
、
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
こ
れ
を

う
つ
し
置
も
の
也
。
若
わ
が
子
の
行
末
、
お
や
の
す
き
た
る
道
と
て
こ
の

道
に
こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
ら
ん
も
と
、
わ
か
ち
の
見
え
わ
く
と
は
な
し
に
と
ゞ

め
を
き
侍
る
者
な
ら
し
。
延
宝
二
年
卯
月
吉
日
　
恵
林
軒
　
長
昌
」
の
奥

書
あ
り
。
そ
の
後
に
智
信
識
語
「
和
歌
三
重
之
大
事
之
書
、
重
信
君
の
所

持
之
本
書
入
有
之
、
不
思
義
に
伝
来
し
て
弥
以
令
秘
蔵
者
也
。
左
衛
門
督

蔵
人
頭
南
部
源
智
信
（
花
押
）」。

イ
　「
八
代
集
手
尓
葉
」（
国
書
　
南
一
五
―
三
二
一
）　
写
本
三
冊

第
一
冊
、
奥
書
「
右
一
冊
、
以
飛
鳥
井
雅
俊
卿
自
筆
本
書
写
畢
」。
智

信
識
語
「
左
衛
門
督
蔵
人
頭
南
部
源
智
信
（
花
押
）」。
第
二
冊
・
第
三
冊
、

智
信
識
語
「
智
信
書
之
」。

ウ
　「
和
歌
伝
授
書
」（
国
書
　
南
一
五
―
三
三
六
）　
写
本
一
冊

巻
末
近
く
に
「
謌
書
捴
数
之
事
」
と
し
て
「
萬
葉
集
」
と
二
十
一
代
集

の
概
略
を
記
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
欄
に
「
享
保
十
三
年
マ
デ
九
百
二
十
二

年
ニ
成
」（
萬
葉
集
）
の
よ
う
に
享
保
十
三
年
ま
で
の
年
数
を
添
え
る
。
た

だ
し
、「
萬
葉
集
」
に
は
さ
ら
に
「
享
保
十
三
年
ヨ
リ
延
享
三
寅
年
マ
デ

十
八
年
ニ
成
」と
あ
り
、「
新
古
今
」に
は
記
載
が
な
い
。そ
の
後
に
奥
書「
明

暦
三
年
丁
酉
七
月
念
五
書
写
之
。
祐
幾
」。
左
に
小
書
で
「
明
暦
三
年
ヨ

リ
享
保
十
三
年
迄
七
十
二
年
ニ
成
、
享
保
十
三
年
ヨ
リ
延
享
三
寅
年
マ
デ

十
八
年
ニ
成
」。
次
の
奥
書
「
右
此
書
、渡
部
氏
源
三
郎
素
仲
、以
正
本
写
、

誤
之
文
字
仮
名
改
正
者
也
」。
続
け
て
三
条
西
実
隆
か
ら
公
勝
ま
で
の
系

図
と
長
家
に
始
ま
る
二
条
・
冷
泉
両
家
の
系
図
を
掲
げ
る
（
冷
泉
家
は
為

頼
ま
で
）。
智
信
識
語
「
左
衛
門
督
蔵
人
頭
南
部
源
智
信
書
之
（
花
押
）」。

エ
　「
和
歌
秘
伝
」（
国
書
　
南
一
五
―
三
三
九
）　
写
本
一
冊

奥
書
「
右
此
本
、
み
だ
り
に
人
に
み
せ
給
ふ
な
。
法
は
秘
す
る
に
あ
ら

ず
、
よ
く
釈
か
ん
た
め
な
り
と
の
み
。
　
慶
安
　
林
鐘
日
（
印
）」。
智
信
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堀
江
栄
雪
、
赤
沢
半
左
衛
門
吉
将
、
横
田
九
郎
治
次
常
、
栄
雪
子
堀
江
貞

右
衛
門
道
高
、
中
野
判
七
正
英
に
至
る
。
講
釈
の
概
要
を
示
す
五
項
目
の

後
、
末
尾
に
「
于
時
貞
享
　
歳
林
鐘
下
九
日
、
多
田
愉
閑
判
　
赤
沢
吉
将

雅
士
」
と
あ
る
奥
書
、
続
い
て
「
右
自
赤
沢
氏
吉
将
所
伝
来
也
。
子
年
来

依
懇
望
付
与
之
畢
。
尤
不
可
有
外
見
者
也
。
于
時
享
保
己
亥
歳
　
道
高
判

　
中
野
正
英
雅
士
」、「
享
保
十
六
歳
正
月
吉
日
　
正
英
判
　
横
田
次
常

雅
士
」
の
両
奥
書
が
あ
る
。
巻
末
に
智
信
識
語
「
正
四
位
上
左
衛
門
督
蔵

人
頭
南
部
源
智
信
書
之
（
印
）」。

ケ
　「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」（
国
書
　
南
一
五
―
三
九
二
）　
写
本
一
冊

文
明
十
四
年
、延
徳
二
年
、永
正
三
年
、天
文
五
年
の
本
奥
書
の
後
、「
古

今
伝
授
聞
書
覚
」、
前
項
と
ほ
ぼ
同
様
の
学
統
図
、
講
釈
の
概
要
を
示
す

五
項
目
、
貞
享
の
多
田
愉
閑
、
享
保
己
亥
の
道
高
、
享
保
十
六
年
の
中
野

正
英
の
奥
書
。
続
け
て
「
宝
暦
六
丙
子
歳
三
月
吉
日
　
横
田
次
常
判
　
南

部
信
興
公
　
右
月
次
常
所
令
伝
来
也
」「
此
度
附
与
之
。
堅
可
禁
外
見
者

也
。
宝
暦
八
戊
寅
年
四
月
朔
日
　
信
興
（
花
押
）　
南
部
信
之
え
」
の
奥
書

あ
り
。
た
だ
し
、
信
興
の
奥
書
は
他
の
智
信
の
も
の
と
筆
跡
を
異
に
す
る
。

コ
　「
竹
葉
集
」（
国
書
　
南
一
五
―
四
五
三
）　
写
本
七
冊

第
六
冊
・
第
七
冊
の
智
信
識
語
「
左
衛
門
督
兼
左
近
衛
中
将
源
朝
臣
南

部
智
信
（
花
押
）」。

カ
　「
頭
書
秘
抄
」（
国
書
　
南
一
五
―
三
四
六
）　
写
本
一
冊

百
人
一
首
の
注
。
智
信
識
語
「
左
衛
門
督
蔵
人
頭
南
部
源
智
信
書
之

（
印
）」。

キ
　「
古
今
和
歌
集
」（
国
書
　
南
一
五
―
三
八
八
）　
版
本
二
冊

本
文
中
に
多
数
の
書
き
入
れ
を
施
す
。
上
冊
末
の
智
信
識
語
「
正
四
位

上
左
衛
門
督
蔵
人
頭
源
智
信
書
之
（
印
）」。
下
冊
の
真
名
序
の
後
に
「
須

原
茂
兵
衛
梓
」
と
刻
す
。「
千
鍾
坊
鐫
梓
略
目
録
　
江
戸
日
本
橋
南
一
町

目
　
須
原
茂
兵
衛
」
三
丁
と
の
間
の
白
紙
に
「
古
今
伝
授
次
第
」
と
し
て
、

基
俊
、
俊
成
、
定
家
に
始
ま
り
、
大
黒
常
信
、
酒
（
マ
マ
）井

美
作
守
親
昌
、
堯
盛

に
至
る
ま
で
の
伝
授
学
統
を
記
す
。
そ
の
末
尾
に
「
右
喜
見
院
堯
盛
ヨ
リ

或
人
相
伝
之
趣
如
件
。
講
談
之
時
掛
物
、
住
吉
玉
津
島
天
照
太
神
、
或
人

丸
掛
時
者
太
神
宮
除
之
。
初
三
日
精
進
三
日
之
間
垢
離
カ
キ
、
講
談
之
朝

新
衣
ヲ
着
ス
。
不
汚
家
ニ
而
講
ズ
」
と
記
す
。
下
冊
裏
見
返
し
に
智
信
識

語
「
正
四
位
上
左
衛
門
督
蔵
人
頭
源
智
信
書
之
（
花
押
）（
印
）」。

ク
　「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」（
国
書
　
南
一
五
―
三
九
一
）　
写
本
一
冊

文
明
十
四
年
、
延
徳
二
年
、
永
正
三
年
、
天
文
五
年
の
奥
書
の
後
、「
古

今
伝
授
聞
書
覚
」
四
項
、さ
ら
に
古
今
伝
授
の
学
統
図
を
掲
げ
る
。
基
俊
、

俊
成
、
定
家
に
始
ま
り
、
境
大
黒
常
信
、
堀
美
作
守
親
昌
、
堯
盛
を
経
て
、

南
部
重
信
、
矢
島
立
昌
永
琳
、
山
田
太
右
衛
門
長
昌
、
多
田
新
助
吉
明
、
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冊
、
ウ
、
エ
、
オ
、
カ
、
ク
、
サ
）、「
源
智
信
」（
キ
、
シ
）、「
信
興
」（
ケ
）、

「
源
朝
臣
南
部
智
信
」（
コ
）
の
よ
う
に
分
か
れ
る
が
、
ケ
を
除
け
ば
す
べ
て
実

名
「
智
信
」
で
統
一
さ
れ
る
。
ケ
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
の
最
後
の
奥
書
は
、

宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
智
信
（
こ
の
時
は
信
興
と
改
名
し
て
い
る
）
が
横

田
次
常
か
ら
相
伝
さ
れ
た
古
今
和
歌
集
の
序
の
聞
書
を
宝
暦
八
年（
一
七
五
八
）

に
弟
の
信
之
に
伝
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
信
之
は
享
保
二
十
年

（
一
七
三
五
）
九
月
十
六
日
の
生
ま
れ
（（
上
）
第
三
節
延
享
二
年
項
参
照
）
で
、

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
四
月
二
十
日
に
死
去
し
て
い
る
（（
上
）
第
二
節
所

掲
の
⑦
「
御
家
譜
抜
書
」
に
拠
る
）
か
ら
、
病
弱
で
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
宝
暦

八
年
に
兄
か
ら
古
今
序
の
相
伝
を
受
け
る
機
会
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ケ
が
相
伝
を
受
け
た
信
之
側
で
作
成
さ
れ
た
写
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
智
信

（
信
興
）
奥
書
の
筆
跡
が
他
の
歌
書
の
肉
太
で
勢
い
の
よ
い
も
の
と
は
異
な
る

の
も
頷
け
る
。
も
し
当
該
書
が
信
之
に
与
え
ら
れ
た
原
本
で
あ
っ
た
な
ら
、
末

尾
の
奥
書
も
ま
た
他
書
と
同
じ
筆
跡
で
書
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
宝
暦
八
年

は
、
智
信
が
信
興
と
改
名
し
て
い
た
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
十
月
か
ら
明
和

八
年
（
一
七
七
一
）
九
月
ま
で
の
期
間
に
含
ま
れ
る
。
智
信
は
奥
書
・
識
語
を

書
き
付
け
る
際
に
、
そ
の
時
の
実
名
を
き
ち
ん
と
使
用
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ

ら
の
奥
書
・
識
語
で
は
そ
の
時
々
の
実
名
が
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見

て
よ
い
と
、
ひ
と
ま
ず
は
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、「
智
信
」
と
い

う
署
名
は
智
信
と
名
乗
っ
て
い
た
時
代
に
書
か
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

（
上
）
第
二
節
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
明
和
八
年
九
月
二
十
日
の
智
信
再
改
名

サ
　「
源
重
信
家
集
」（
国
書
　
南
一
五
―
四
五
四
）　
写
本
一
冊

巻
末
に
智
信
識
語
「
光
禄
大
夫
源
重
信
の
家
集
、手
に
入
て
熟
覧
の
事
、

曽
父
通
信
の
伝
ゑ
と
思
へ
ば
信
心
も
い
や
ま
し
て
、
秘
蔵
か
ぎ
り
な
き
も
（
マ
マ
）

也
。
其
通
に
入
て
只
に
や
み
な
ん
も
ほ
ゐ
に
わ

（
マ
マ
）あ

ら
ぬ
こ
と
な
り
と
筆
を

染
る
も
の
也
。
左
衛
門
督
蔵
人
南
部
源
智
信
　
鶴
亀
に
松
竹
そ
ゑ
て
千
世

万
葉
ず
へ

く
も
つ
き
ぬ
言
の
は
　
智
信
（
花
押
）」。

シ
　「
鈴
木
屋
梶
歌
集
」（
国
書
　
南
一
五
―
四
五
七
）　
写
本
一
冊

版
本
「
梶
の
葉
」
と
は
別
系
統
の
四
季
・
恋
・
雑
部
類
本
。
巻
末
に
智

信
識
語
「
蔵
人
頭
左
近
衛
中
将
源
智
信
書
之
」。

五
　
智
信
の
関
与
の
時
期

歌
書
に
奥
書
・
識
語
を
書
き
入
れ
た
智
信
が
歌
学
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
の

は
確
か
と
し
て
、
そ
の
時
期
は
大
体
い
つ
頃
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
観
点
で
ア

か
ら
シ
ま
で
の
記
載
を
眺
め
る
と
、
奥
書
・
識
語
に
年
代
を
書
き
入
れ
た
例
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、年
代
特
定
に
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

（
上
）
第
二
節
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
は
奥
書
・
識
語
に
見
ら
れ
る
智
信

の
官
職
・
位
階
・
実
名
を
も
と
に
凡
そ
の
見
当
を
付
け
、
そ
の
上
で
各
歌
書
の

内
容
と
智
信
の
事
績
と
を
突
き
合
わ
せ
つ
つ
年
代
を
推
測
す
る
必
要
が
あ
る
。

ア
か
ら
シ
ま
で
の
十
二
点
の
奥
書
・
識
語
に
見
ら
れ
る
智
信
自
身
の
呼
称
の

形
式
は
、「
智
信
」（
イ
第
二
冊
・
第
三
冊
）、「
南
部
源
智
信
」（
ア
、
イ
第
一
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に
な
る
。
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
勿
論
、
智
信
の
内
面
を
忖
度
す
る
に

足
る
情
報
は
皆
無
で
あ
る
か
ら
、
無
責
任
な
推
量
を
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
少
な
く
と
も
歌
学
の
考
究
が
、
公
式
の
叙
任
と
は
無
関
係
な
私
的
行
為

で
あ
り
、古
典
籍
と
の
対
話
の
中
で
一
小
大
名
で
あ
る
現
実
の
自
己
か
ら
離
れ
、

和
歌
を
楽
し
む
風
雅
な
宮
廷
人
に
自
ら
を
擬
す
る
楽
し
み
を
智
信
に
与
え
て
く

れ
て
い
た
と
は
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。そ
の
よ
う
な
性
格
の
記
述
で
あ
れ
ば
、

官
職
・
位
階
の
検
討
は
現
実
の
智
信
の
歌
学
享
受
の
時
期
確
定
と
は
ほ
と
ん
ど

無
関
係
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
智
信
か
信
興
か
と
い
う
実
名
の
問
題
に
収
斂
さ
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

以
上
の
条
件
の
下
、
さ
ら
に
時
期
を
絞
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が

可
能
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
ア「
和
歌
肝
要
」は
、享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）

時
点
で
内
容
が
確
定
し
た
と
し
て
も
、
同
年
の
書
写
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以

降
の
書
写
で
あ
る
か
は
容
易
に
決
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
智
信
が
実
際
に
当

該
書
を
手
に
し
て
閲
読
し
識
語
を
書
き
入
れ
た
の
が
い
つ
な
の
か
も
判
然
と

し
な
い
。
多
少
の
手
掛
か
り
を
有
す
る
書
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

る
。
一
方
、
同
じ
享
保
十
三
年
に
ひ
と
ま
ず
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
延
享
三
年

（
一
七
四
六
）
に
再
度
点
検
が
加
え
ら
れ
た
ら
し
い
ウ
「
和
歌
伝
授
書
」
も
、

智
信
が
手
に
し
た
の
は
そ
れ
以
後
と
し
か
見
当
は
つ
け
ら
れ
な
い
が
、
先
述
の

通
り
、
智
信
は
延
享
四
年
十
月
十
五
日
に
信
興
と
改
名
し
て
い
る
し
、
し
か
も

延
享
三
年
九
月
十
九
日
に
は
駿
府
加
番
と
し
て
駿
府
に
向
け
江
戸
を
出
立
し
、

約
一
年
駿
府
に
滞
在
し
て
い
る
（（
上
）
第
三
節
延
享
三
年
・
四
年
項
参
照
）。

以
後
の
病
状
と
臨
終
ま
で
の
時
間
の
短
さ
を
思
う
と
、
こ
の
時
期
に
歌
学
に
打

ち
込
む
の
は
無
理
と
い
う
も
の
で
、「
智
信
」
名
で
歌
書
を
繙
き
歌
学
に
勤
し

ん
だ
の
は
延
享
四
年
十
月
の
改
名
ま
で
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
実
名
の
上
に
冠
せ
ら
れ
る
官
職
・
位
階
が
さ
ら
に
想
定
さ
れ
る
時
期

を
狭
め
る
の
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、こ
と
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

実
名
同
様
に
形
式
を
整
理
し
て
み
る
と
、「
左
衛
門
督
蔵
人
頭
」（
ア
、
イ
第
一

冊
、
ウ
、
エ
、
オ
、
カ
）、「
正
四
位
上
左
衛
門
督
蔵
人
頭
」（
キ
、
ク
）、「
左

衛
門
督
兼
左
近
衛
中
将
」（
コ
）、「
左
衛
門
督
蔵
人
」（
サ
）、「
蔵
人
頭
左
近
衛

中
将
」（
シ
）
と
な
る
。
ま
ず
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
寛
保
元
年

（
一
七
四
一
）
十
七
歳
の
智
信
が
元
服
後
間
も
な
く
幕
府
か
ら
叙
任
さ
れ
た
の

が
従
五
位
下
左
衛
門
佐
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
（（
上
）
第
三
節
寛
保

元
年
項
参
照
）。
八
戸
藩
の
よ
う
な
五
万
石
以
下
の
大
名
家
で
は
、
家
例
が
な

け
れ
ば
四
品
（
四
位
）
に
叙
せ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
の
が
通
例
で
あ
っ
た
（
９
）
。
八

戸
藩
歴
代
藩
主
の
叙
任
を
辿
っ
て
み
て
も
、
最
後
の
藩
主
信
順
が
従
四
位
下
侍

従
に
叙
任
さ
れ
た
の
を
例
外
と
し
て
、
他
は
皆
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
、
左
衛

門
佐
・
遠
江
守
・
甲
斐
守
・
伊
勢
守
等
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る）

10
（

。
智
信
に
限
っ
て

み
て
も
、
従
五
位
下
か
ら
昇
進
す
る
こ
と
は
な
く
、
官
名
が
左
衛
門
佐
、
遠
江

守
、
左
衛
門
尉
と
変
化
し
た
の
み
で
あ
り
、「
正
四
位
上
」
に
昇
っ
た
り
、「
左

衛
門
督
」「
蔵
人
頭
」「
左
近
衛
中
将
」
の
よ
う
な
四
位
相
当
の
官
職
に
任
ぜ
ら

れ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
公
的
に
は
一
切
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
歌
書
の
奥

書
・
識
語
の
中
で
は
、
智
信
は
平
然
と
官
位
詐
称
を
や
っ
て
の
け
て
い
た
こ
と
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で
あ
り
、
サ
「
源
重
信
家
集
」
が
通
信
の
手
を
経
て
伝
来
し
た
こ
と
が
、
智
信

に
と
っ
て
意
義
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
南
部
家
旧
蔵
文

書
に
「
和
歌
秘
伝
抄
」（
文
書
　
一
〇
‐
三
‐
〇
‐
〇
‐
一
二
）
が
あ
り
、
巻

末
に
は
智
信
自
筆
で
「
通
信
君
の
伝
来
之
一
冊
、
猶
伝
ゑ
て
奥
義
之
趣
、
弥
令

秘
蔵
も
の
也
。
左
衛
門
督
蔵
人
頭
南
部
源
智
信
（
花
押
）」
と
識
語
が
添
え
ら

れ
て
い
る
の
が
参
考
と
な
る
。
通
信
は
歌
学
を
書
物
の
形
で
八
戸
藩
南
部
家
に

伝
え
て
く
れ
た
。
歌
学
に
強
く
惹
か
れ
て
い
た
智
信
に
し
て
み
れ
ば
、
通
信
の

功
績
は
繰
り
返
し
称
揚
す
る
に
足
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
通
信
を

介
し
て
重
信
の
和
歌
・
歌
学
に
手
を
伸
ば
す
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
こ
と
の
意

味
は
大
き
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

重
信
の
場
合
、
自
身
の
内
部
に
詠
歌
活
動
と
歌
学
相
伝
が
し
っ
か
り
と
根
を

下
ろ
し
、
十
七
世
紀
の
大
名
歌
人
と
し
て
屈
指
の
存
在
と
な
り
得
て
い
た
こ
と

が
松
野
陽
一
氏
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
）
12
（

の
で
、
八
戸
藩
三
代
以
降
の
血
脈

の
大
本
と
し
て
の
尊
崇
の
念
も
手
伝
っ
て
、
智
信
の
重
信
に
寄
せ
る
思
い
の
大

き
さ
は
測
り
知
れ
な
い
。
サ
「
源
重
信
家
集
」
の
智
信
識
語
に
は
、
あ
ち
こ
ち

に
表
現
の
不
備
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
重
信
へ
の
信
仰
に
も
近
い
思
慕
の
念
が

率
直
に
表
明
さ
れ
て
い
た
。
オ
「
和
歌
三
重
大
事
」
の
原
本
は
、
寛
永
二
十
年

（
一
六
四
三
）
に
重
信
が
相
伝
を
受
け
て
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
延
宝
二

年
（
一
六
七
四
）
に
重
信
筆
本
を
写
し
留
め
た
「
恵
林
軒
長
昌
」
の
事
績
は
今

詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
ク
と
ケ
の
両
「
古
今
和
歌
集
序
聞
書
」
の
学
統
図
に

重
信
か
ら
相
伝
を
受
け
た
二
人
の
人
物
「
矢
島
立
昌
永
琳
」「
山
田
太
右
衛
門

駿
府
で
歌
学
享
受
の
便
宜
が
豊
富
に
得
ら
れ
た
と
は
思
え
な
い
の
で
、
延
享
三

年
の
江
戸
在
府
中
に
一
覧
し
て
末
尾
に
識
語
を
書
し
た
可
能
性
が
高
い
。
現
時

点
で
は
限
ら
れ
た
事
例
を
も
と
に
推
測
す
る
し
か
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う

に
智
信
の
伝
記
上
の
事
績
を
さ
ら
に
精
密
化
す
る
過
程
で
、
智
信
が
歌
書
に
集

中
で
き
た
時
期
を
さ
ら
に
絞
り
込
む
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

六
　
智
信
歌
学
の
内
実

ア
か
ら
シ
ま
で
の
十
二
点
の
歌
書
の
奥
書
・
識
語
の
中
に
は
、
カ
「
頭
書

秘
抄
」、
コ
「
竹
葉
集）

11
（

」、
シ
「
鈴
木
屋
梶
歌
集
」
の
よ
う
に
、
智
信
が
目
を

通
し
た
と
い
う
情
報
し
か
も
た
ら
さ
な
い
も
の
も
あ
り
、
一
方
で
は
智
信
の
奥

書
・
識
語
を
有
し
な
い
歌
書
を
智
信
が
一
切
見
な
か
っ
た
と
も
言
い
切
れ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
智
信
と
の
関
わ
り
と
い
う
点
か
ら
こ
れ
ら
の
歌
書
を
こ
れ

以
上
穿
鑿
す
る
の
に
は
困
難
が
伴
う
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
共
通
す
る
要
素
を

持
つ
複
数
の
歌
書
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
智
信
が
歌
学
と
ど
う
向
き

合
っ
た
か
を
推
測
す
る
に
足
る
情
報
を
得
る
こ
と
は
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
の

観
点
を
も
と
に
改
め
て
残
る
九
点
に
目
を
向
け
て
み
る
。
す
る
と
、
智
信
の
関

心
が
八
戸
藩
三
代
藩
主
で
あ
る
祖
父
通
信
と
そ
の
父
重
信（
盛
岡
藩
四
代
藩
主
）

の
歌
学
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
、
特
に
重
信
へ
と
流
れ
込
ん
だ
堺
伝
授
の
系
統
に

自
ら
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
。
関
連

す
る
文
書
を
も
援
用
し
つ
つ
検
討
を
加
え
て
み
る
。

ま
ず
、祖
父
通
信
に
つ
い
て
見
る
と
、エ
「
和
歌
秘
伝
」が
「
通
信
君
の
秘
書
」
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判
　
右
之
秘
伝
、
以
冷
泉
家
伝
来
授
之
畢
。
於
有
口
外
他
見
者
、
忽
可
背
三
神

之
御
内
意
事
目
前
也
。
穴
賢
」
と
奥
書
「
右
三
神
之
切
紙
、
依
懇
望
授
之
畢
。

雖
親
子
兄
弟
、
不
可
有
他
見
者
也
。
享
保
己
亥
年
二
月
　
堀
江
道
高
（
花
押
）

　
中
野
正
英
丈
」「
享
保
十
六
年
正
月
吉
日
　
中
野
正
英
（
花
押
）　
横
田
次
常

丈
」
が
あ
り
、
裏
に
智
信
自
筆
で
「
正
四
位
上
左
衛
門
督
蔵
人
頭
南
部
源
智
信

書
之
（
印
）」
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、「
小
倉
山
荘
色
紙
之
和
歌
大
意
」（
文
書
　

一
〇
‐
三
‐
〇
‐
〇
‐
一
一
）
に
も
、
本
奥
書
「
右
冷
泉
為
和
卿
伝
来
之
一
巻

也
。
他
見
不
可
有
口
外
者
也
。
穴
賢
。
正
徳
六
年
四
月
八
日
　
連
阿
判
」
と
奥

書「
右
一
巻
、今
度
許
与
之
畢
。尤
不
可
有
他
見
者
也
。享
保
四
年
　
道
高（
花
押
）

　
中
野
正
英
雅
丈
」「
中
野
正
英
（
花
押
）　
享
保
十
六
年
正
月
吉
日
　
横
田
次

常
丈
」
が
並
び
、
末
尾
を
智
信
自
筆
識
語
「
正
四
位
上
左
衛
門
督
蔵
人
頭
南
部

源
智
信
書
之
（
印
）」
が
締
め
括
る
。
両
文
書
の
道
高
と
正
英
の
署
名
と
花
押
は

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
手
と
見
え
る
か
ら
、
ど
ち
ら
も
、
横
田
次
常
へ
伝
え
ら
れ
、
さ

ら
に
智
信
の
手
に
渡
っ
た
伝
授
の
原
資
料
の
可
能
性
が
あ
る
。
今
、
そ
の
記
事

と
歌
書
の
内
容
を
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
余
裕
は
な
く
、
別
の
機
会
に
譲
る
し

か
な
い
が
、
連
阿
が
冷
泉
家
に
伝
わ
る
秘
伝
を
も
何
ら
か
の
つ
て
を
頼
っ
て
取

り
込
み
、
正
徳
六
年
（
享
保
元
年
、
一
七
一
六
）
に
相
伝
を
果
た
し
た
こ
と
が

窺
え
、
雅
縁
（
ア
「
和
歌
肝
要
」）・
雅
俊
（
イ
「
八
代
集
手
尓
葉
」）
と
い
っ

た
飛
鳥
井
家
伝
来
の
歌
学
と
並
ん
で
冷
泉
家
流
が
連
阿
を
通
し
て
八
戸
藩
南
部

家
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
冷
泉
家
の
和
歌
・
歌
学
が
江
戸
の

武
家
歌
人
の
間
で
枢
要
の
地
位
を
固
め
る
前
の
時
代
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
の
学

長
昌
」
の
名
が
見
え
る
か
ら
、
恵
林
軒
長
昌
が
山
田
太
右
衛
門
長
昌
そ
の
人
で

あ
る
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

ケ
が
智
信
（
信
興
）
か
ら
信
之
へ
の
相
伝
の
存
在
を
証
す
る
貴
重
な
情
報
を

有
す
る
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
ク
と
ケ
双
方
に
共
通
す
る
奥
書
・
学
統
図
を
通

覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
境
大
黒
常
信
、
堀
親
昌
、
喜
見
院
堯
盛
を
経
て
重
信
に

伝
授
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
キ
の
版
本
「
古
今
和
歌
集
」
の
書
き
入
れ
も

同
じ
文
化
圏
の
産
物
と
見
る
の
が
自
然
で
、そ
の
点
か
ら
「
酒
井
美
作
守
親
昌
」

の
「
酒
井
」
は
「
堀
」
の
間
違
い
と
判
断
す
る
。
恐
ら
く
は
堺
か
ら
の
連
想
で

生
じ
た
誤
記
な
の
で
あ
ろ
う
。
重
信
と
詩
歌
会
で
同
席
す
る）

13
（

な
ど
し
て
重
信
と

同
じ
文
化
圏
に
属
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
清
水
宗
川
の
『
清
水
宗
川
聞
書
』
に

よ
れ
ば
、
常
信
と
は
「
両
が
へ
丁
金
吹
長
左
衛
門）

14
（

」
の
こ
と
、
大
名
歌
人
と
し

て
は
草
分
け
の
堀
親
昌）

15
（

、
湯
島
天
神
別
当
の
喜
見
院
堯
盛
ら
と
濃
密
な
文
化
交

流
の
拠
点
を
築
い
た
と
見
え
る
。
そ
こ
に
重
信
も
参
加
を
果
た
し
、
堺
伝
授
の

相
伝
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
歌
学
愛
好
の
念
を
益
々
強
く
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
宗
川
は
重
信
と
文
化
圏
を
共
有
し
、
世
代
的
に
も
ほ
ぼ
同
時
代
人
で

あ
る
か
ら
、『
清
水
宗
川
聞
書
』
に
書
か
れ
た
近
世
前
期
の
歌
学
に
関
す
る
記

述
は
、
重
信
が
身
を
以
て
得
た
学
問
の
あ
り
よ
う
や
当
時
の
江
戸
歌
壇
の
雰
囲

気
を
、
か
な
り
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
目
で
改

め
て
読
み
返
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
南
部
家
旧
蔵
文
書
の
「
和
歌
三
神
之
切
紙
」（
文
書
　
一
〇
‐

三
‐
〇
‐
〇
‐
一
〇
）
に
は
、
本
奥
書
「
正
徳
六
申
年
閏
二
月
廿
六
日
　
連
阿
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（
14
）　
久
保
田
啓
一
・
鈴
木
淳
氏
・
揖
斐
高
氏
・
鈴
木
亮
氏
校
注
『
歌
学
歌
論
集
成
』
第

十
六
巻
（
三
弥
井
書
店
、二
〇
〇
四
年
）
所
収
本
（
校
注
担
当
久
保
田
）
三
七
頁
。
ま
た
、

同
書
一
〇
七
頁
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
15
）　
事
績
は
日
下
幸
男
氏
「
堀
親
昌
の
文
事
」（『
国
語
国
文
』
五
七
巻
一
一
号
、

一
九
八
八
年
一
一
月
）
に
詳
述
さ
れ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」

の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
成
島

家
を
中
心
と
す
る
近
世
中
後
期
幕
臣
文
化
圏
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

―
く
ぼ
た
・
け
い
い
ち
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
―

が
自
由
な
境
涯
の
歌
人
・
歌
学
者
に
よ
っ
て
自
在
に
提
供
さ
れ
て
い
た
。
智
信

の
目
を
経
た
歌
書
の
一
群
は
、
間
接
的
な
が
ら
も
そ
の
一
端
を
見
せ
て
く
れ
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

智
信
が
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
た
八
戸
藩
南
部
家
の
和
歌
資
料
を
不
十
分
な

が
ら
も
検
討
し
て
き
た
が
、
国
書
と
文
書
を
通
じ
て
智
信
の
和
歌
詠
草
を
見
出

し
難
い
理
由
な
ど
も
含
め
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
継

続
的
な
調
査
検
討
が
要
請
さ
れ
る
が
、本
稿
が
そ
の
出
発
点
と
な
れ
ば
と
思
う
。

注（
９
）　
橋
本
政
宣
氏
「
近
世
の
武
家
官
位
」（
同
氏
編
『
近
世
武
家
官
位
の
研
究
』〈
続
群

書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
九
年
二
月
〉
所
収
）。

（
10
）　
児
玉
幸
多
氏
監
修
・
新
田
完
三
氏
編
『
内
閣
文
庫
蔵
　
諸
侯
年
表
』（
東
京
堂
出
版
、

一
九
八
四
年
）
六
六
三
〜
六
六
四
頁
。

（
11
）　
松
野
陽
一
氏
『
江
戸
堂
上
派
歌
人
資
料
　
連
阿
著
作
集
』（
書
誌
は
（
上
）
第
一
節

参
照
）
四
六
二
頁
に
智
信
の
識
語
が
掲
げ
ら
れ
、
本
文
に
つ
い
て
は
「
寛
保
頃
の
書

写
か
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）　
松
野
陽
一
氏
「『
落
穂
集
』（
南
部
家
本
）
の
翻
刻
と
解
題 

―
―
元
禄
期
江
戸
雅
文

壇
資
料
紹
介 

―
―
」（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
』
一
六
号
、一
九
九
〇
年
三
月
）
に
、

重
信
・
通
信
父
子
を
め
ぐ
る
江
戸
雅
文
壇
の
見
取
り
図
が
詩
歌
会
資
料
の
紹
介
と
と

も
に
示
さ
れ
る
。

（
13
）　
注
（
12
）
に
同
じ
。
な
お
、
詩
歌
会
に
は
通
信
も
参
加
し
て
い
る
。
　




